
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

・信濃川に妙見堰が整備される 

ことになり、高梨放水路が妙 

見堰の下流へ移設されました。 

・第２号用水トンネルの改修の 

ため、トンネル手前に仮設の 

放流工を造ることになりまし 

た。 

・この仮設放流工は、撤去が前 

提でしたが、茶郷川の流末と 

してそのまま残すことになり、 

現在の千谷放流工となりまし 

た。 (S59) 

茶郷川の治水対策に関する勉強会を開催 

第 ３ １ 号 
令和 3 年 9 月 25 日 発行 

■ 説明内容の一部を紹介します  

 ８月４日（水）、市役所大会議室において、「茶郷川の治水対策に関する勉強会」を開催しまし

た。 

 6 月に開催した総会で「委員が協議会 

設立当初と替わってきている。なぜ、茶 

郷川治水協議会を設立するにいたったの 

か、再度委員の中で共有した方がいいの 

ではないか。」という意見があり開催し 

たものです。 

勉強会は、事務局から茶郷川の変遷や、 

市街化の状況、茶郷川治水協議会を設立 

した経緯などについて勉強しました。 

  

① 

・昭和２０年頃 

今の千谷運動公園の 

先辺りに茶郷川の流 

末がありました。 

② 

・農水省が三古用水の整備 

事業に着手(S21～S39)し 

ました。 

・茶郷川の下流の一部を併 

用し用水路として使用す 

るため、代替ルートとし 

て第一放水路を造りまし 

た。 

茶郷川の下流が現在の形状になったのは、農水省の三古用水の整備が大きくかかわっています。 

三古用水の整備が行われている間、河川管理者である新潟県も茶郷川の改修に向け住民と協議

を進めてきましたが、用地の取得困難などの理由で改修ができなかったようです。 

茶郷川の変遷 

第⼆放⽔路 
(S31〜32) 

〇流末 

第２号 
用⽔トンネル 

第１号用⽔トンネル 
(S23〜26) 

 

用⽔取⽔口 

旭橋 

（
三

古
用

⽔
）

 

第一号幹線 
(S22〜27) 

第一放⽔路 
(S23〜26) 

⾼梨放⽔路 
(S25〜27) 

千谷島地区 
堤防締切(S27) 

千谷放流⼯ 
(S59) 

旧⾼梨放⽔路 
(S26) 

第２号用⽔トンネル 

新⾼梨放⽔路 
(S60) 

妙⾒堰 
(S60〜H2) 

③ 

・信濃川の築堤工事(S26～S27) 

が行われ、千谷島が堤防で締め 

切られました。 

・茶郷川の水は、高梨放水路で信濃川

に合流することになりました。 

・高梨放水路や第一放水路を造った

後も、水害や溢水が発生し 

たため、農水省は、第二放 

水路を造りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年と昭和３０年の地形図の比較 市街化の状況 

 昭和２０年代以降の市街地の拡大、都市開発は目覚ましいものがあり、特に関越自動車道の開
通により、一層開発が進展しました。 

農地の宅地化、小排水路のコンクリート化、本川の災害復旧による護岸のコンクリート化など
により、茶郷川への雨水の流出量の増、洪水到達時間の短縮などにより茶郷川の水害リスクは年 
々高まっています。 

 

排水ポンプ車稼働訓練実施 
小千谷市主催により、国土交通省信濃川河川事務所越路出張所、新潟県長岡地域振興局小千谷

維持管理事務所、信濃川左岸土地改良区の協力のもと、6 月 3 日に千谷運動公園隣接の茶郷川樋

門で、洪水発生時の初期対応訓練が行われ、樋門操作と排水ポンプ車による排水訓練を行いまし

た。 

参加者は、災害発生時にスムーズに作業ができるように、協力して訓練に取り組んでいまし

た。排水ポンプ車１台で、積載の４台の水中ポンプで１分間に 30㎥（30,000 ㍑）の水を排水す

ることができます。（25ｍプールの水を 10 分で排水） 

茶郷川治水協議会の設立趣意 

 茶郷川は、幾度となく水害が発生しながらも、抜本的な治水対策・河川改修がなされずに現在
に至っています。 

平成 23 年 7 月に発生した新潟・福島豪雨では、本市の市街地を縦貫している茶郷川は、過去
に例を見ない洪水が発生し、沿川の住宅や企業に未曾有の被害をもたらしました。 

このまま治水対策を講じないとさらに被害は拡大し、かつ甚大になることが危惧されるため、
茶郷川に関係する町内会や関係団体で協力して河川改修をはじめ、でき得る治水対策事業を行う
ことにより、沿川住民や企業の被害軽減を図ること、また四季折々の豊かな景観など多くの恵み
を享受している茶郷川の環境美化を図ることを目的として、平成 24 年 12 月に「茶郷川治水協
議会」を設立したものです。 


